
3

把
握
し
、
賃
金
水
準
や
賃
金
カ
ー
ブ
を
精
査
し
て
ゆ

が
み
や
格
差
の
有
無
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
を
改

善
す
る
取
り
組
み
を
行
う
。

③	

賃
金
制
度
が
未
整
備
の
単
組
は
、
構
成
組
織
の
指
導

の
も
と
、
制
度
の
確
立
・
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

④	

月
給
制
の
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
正

社
員
と
の
均
等
待
遇
の
観
点
か
ら
改
善
を
求
め
る
。

⑵
企
業
内
最
低
賃
金

①	

す
べ
て
の
組
合
は
、
企
業
内
最
低
賃
金
を
産
業
の
公

正
基
準
を
担
保
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
で
要
求
し
、

協
定
化
を
は
か
る
。
ま
た
適
用
労
働
者
の
拡
大
を
め

ざ
す
。

②	

す
べ
て
の
賃
金
の
基
礎
で
あ
る
初
任
給
に
つ
い
て
社

会
水
準
を
確
保
す
る
。

　

18
歳
高
卒
初
任
給
の
参
考
目
標
値
…
…

１
７
２
、
５
０
０
円

⑶
一
時
金

　

月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、
年
収
確
保

の
観
点
も
含
め
水
準
の
向
上
・
確
保
を
は
か
る
こ
と
と

す
る
。

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
は
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
に
と
っ

て
相
応
し
い
働
き
方
と
５
年
間
で
の
到
達
目
標
（
雇
用
・
労

働
、
賃
金
水
準
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
グ
ル
ー

プ
企
業
の
労
働
条
件
等
）
を
掲
げ
た
「
中
期
労
働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
（
２
０
１
４
～
２
０
１
８
）」
に
基
づ
く
４
年
目
の
闘

い
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
全
加
盟
単
組
は
、
同
ビ
ジ
ョ
ン

で
明
示
し
た
到
達
目
標
の
達
成
に
む
け
て
、
労
働
協
約
改
訂

交
渉
や
春
闘
交
渉
等
の
協
議
を
積
み
上
げ
、
一
定
の
前
進
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
次
年
度
が
最
終
年
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
今
春
季
生
活
闘
争
を
「
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
総

仕
上
げ
に
む
け
た
闘
い
」
と
位
置
づ
け
、
今
一
度
、
同
ビ

ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
到
達
目
標
の
達
成
状
況
を
把
握
し
、
す
べ

て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
に
と
っ
て
相
応
し
い
働
き
方
の
実
現

と
有
為
な
人
材
の
確
保
・
定
着
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全

体
の
企
業
（
採
用
）
競
争
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
等
の
労
働
法
制
の
動

向
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
法
案

は
、
次
期
通
常
国
会
で
法
案
提
出
・
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
施
行
は
早
く
て
も
２
０
１
９
年
以
降

で
あ
り
、
法
改
正
等
の
趣
旨
と
意
義
を
踏
ま
え
、
先
行
的
に

改
善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
認
識
に
基
づ
き
、
労
働
条
件
を
構
成
す
る
す
べ
て

の
項
目
を
点
検
し
、
改
善
を
図
る
「
総
合
生
活
改
善
闘
争
」

に
、
全
加
盟
単
組
が
徹
底
し
て
こ
だ
わ
り
、
継
続
的
か
つ
能

動
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

態
の
把
握
と
賃
金
制
度
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

連
合
「
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動
」
を
通
じ
て
、
地
域
に

お
け
る
賃
金
相
場
の
形
成
に
積
極
的
に
参
画
す
る
と
と

も
に
、
絶
対
額
で
の
水
準
に
こ
だ
わ
り
、
賃
金
改
定
原

資
の
各
賃
金
項
目
へ
の
配
分
等
に
労
働
組
合
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
の
観
点
も
踏
ま
え
、
賃
金
制
度
の
整
備
や
賃
金
実

態
把
握
、
定
期
昇
給
相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当

分
）
の
労
使
確
認
な
ど
、
事
前
の
準
備
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
取
引
の
適
正
化
の
推
進

　

中
小
企
業
の
賃
上
げ
原
資
確
保
に
は
取
引
の
適
正
化

の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
り
、
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
生
み
出
し
た
付
加
価
値
の
適
正
分
配
」
が
必
要
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
生
み
出
さ
れ

る
付
加
価
値
は
、
健
全
で
安
全
で
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
が
基
盤
に
あ
っ
て
こ
そ
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

取
引
の
適
正
化
と
健
全
で
安
全
で
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
の
実
現
が
同
時
に
推
し
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
職
場
労

使
、
経
営
者
団
体
と
と
も
に
社
会
全
体
に
訴
え
て
い
く
。

　

加
え
て
、
働
く
者
は
同
時
に
消
費
者
で
も
あ
る
。
一

人
ひ
と
り
が
倫
理
的
な
消
費
行
動
を
日
々
実
践
し
て
い

く
こ
と
も
持
続
的
な
社
会
に
向
け
た
大
切
な
営
み
で
あ

り
、
消
費
者
教
育
の
推
進
と
と
も
に
、
働
く
者
の
立
場

か
ら
社
会
に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

③ 

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
た
っ
た
働
き
方
」
実

現
へ
の
取
り
組
み

　

企
業
の
存
続
に
不
可
欠
な
「
人
材
の
確
保
・
定
着
」

と
「
人
材
育
成
」
に
向
け
て
は
、
職
場
を
熟
知
す
る
労

使
に
よ
っ
て
長
時
間
労
働
の
是
正
を
は
じ
め
と
す
る
働

き
方
を
見
つ
め
直
し
、
安
全
で
健
康
で
持
続
可
能
な
職

場
を
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
正
規
労
働
者
・
非
正

規
労
働
者
を
問
わ
ず
個
々
人
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
同
じ
職
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
の
均
等
・
均
衡
待
遇
の
実
現
や
正
社
員
化
の
取

り
組
み
、
安
心
し
て
育
児
・
介
護
・
治
療
と
仕
事
の
両

立
を
可
能
と
す
る
取
り
組
み
な
ど
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。

2
具
体
的
な
要
求
（「
賃
上
げ
要
求
」
部
分
）

⑴ 

月
例
賃
金

①	

す
べ
て
の
組
合
は
月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
り
、
賃
金
の

引
き
上
げ
を
め
ざ
す
。
要
求
の
組
み
立
て
は
、
定

期
昇
給
相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
）
を
確

保
し
た
う
え
で
、
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是

正
」
に
こ
だ
わ
る
内
容
と
す
る
。

②	

そ
の
際
に
は
、
賃
金
の
上
げ
幅
の
み
な
ら
ず
、
め
ざ

す
べ
き
賃
金
水
準
へ
の
到
達
な
ど
「
賃
金
水
準
の
絶

対
値
」
に
こ
だ
わ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。
構
成
組

織
は
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
ご
と
に
個
別
銘
柄
の
最
低
到

達
水
準
・
到
達
目
標
水
準
を
明
示
し
、
社
会
的
な
共

有
に
努
め
る
。
単
組
は
組
合
員
の
個
別
賃
金
実
態
を

を
柱
と
す
る
２
０
１
８
春
闘
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
し
ま
す
。

1
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に
臨
む
連
合
の
基
本
的
な
考
え
方

⑴ 

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
の
取
り
組
み
の
継

続

　

現
時
点
で
の
日
本
経
済
の
先
行
き
は
、
国
内
・
海
外
要

因
が
相
互
に
影
響
し
つ
つ
も
、
緩
や
か
な
成
長
が
見
込
ま

れ
て
い
る
が
、
企
業
収
益
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
中
、

労
働
分
配
率
は
低
下
を
続
け
、
実
質
賃
金
も
横
ば
い
と

な
っ
て
お
り
、
個
人
消
費
に
つ
い
て
は
若
干
の
上
向
き
感

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
回
復
に
向
け
た
勢
い
は
み
ら
れ
な

い
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
６
割
を
占
め
る
個
人
消
費
が
回
復
し
な
け

れ
ば
、
労
使
で
め
ざ
し
て
き
た
「
経
済
の
自
律
的
成
長
」

「
経
済
好
循
環
の
実
現
」
と
い
う
社
会
的
目
標
は
達
成
さ

れ
得
な
い
。

　

働
く
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
「
人
へ
の
投
資
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、
す

べ
て
の
労
使
が
社
会
的
役
割
と
責
任
を
意
識
し
て
、
労
働

諸
条
件
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て

も
、
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
り
、
賃
金
引
き
上

げ
の
流
れ
を
継
続
・
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
と
り
わ

け
、
非
正
規
労
働
者
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是

正
」
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
企
業
内
最
低
賃
金

協
定
の
締
結
拡
大
や
水
準
の
引
き
上
げ
、
適
用
労
働
者
の

拡
大
に
取
り
組
み
、
法
定
最
低
賃
金
の
改
善
に
波
及
さ
せ
、

「
誰
も
が
時
給
１
、
０
０
０
円
」
の
実
現
を
は
か
る
こ
と

も
不
可
欠
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
個
々
の

企
業
・
職
場
に
お
け
る
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是

正
」
に
構
成
組
織
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
く
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
引
き
続
き
、
名
目
賃
金
の
到

達
目
標
の
実
現
、
ミ
ニ
マ
ム
基
準
の
確
保
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
賃
上
げ
要
求
水
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
全
体
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是
正
」
に

寄
与
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
２
％
程
度

を
基
準
と
し
、
定
期
昇
給
相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相

当
分
）
を
含
め
４
％
程
度
と
す
る
。

 

⑵ 

「
大
手
追
従
・
大
手
準
拠
な
ど
の
構
造
を
転
換
す
る
運

動
」
の
継
続
的
な
取
り
組
み

　

① 

個
別
賃
金
の
社
会
水
準
確
保
と
相
場
形
成
に
向
け
て

　

２
０
１
７
年
春
季
生
活
闘
争
に
お
け
る
「
大
手
追

従
・
大
手
準
拠
な
ど
の
構
造
を
転
換
す
る
運
動
」
は
、

連
合
・
構
成
組
織
・
中
小
組
合
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
行
っ
た
結
果
、
「
賃
上
げ
分
」
「
定
昇
相
当
込

み
賃
上
げ
」
が
昨
年
を
超
え
る
と
同
時
に
、
「
賃
上
げ

分
」
の
率
が
大
手
を
上
回
る
等
、
中
小
の
主
体
的
な
取

り
組
み
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
今
後
も
継
続
・
定
着
さ

せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

中
小
組
合
の
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
て
は
、
賃
金
実

風
被
災
区
間
の
復
旧
費
を
特
別
損
失
と
し
て
計
上
し
た
た
め
、

５
期
ぶ
り
の
最
終
赤
字
を
予
想
す
る
な
ど
厳
し
い
経
営
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
の
好
循
環
の
実
現
を
は
か
る
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

約
６
割
を
占
め
る
個
人
消
費
の
拡
大
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
私
た
ち
労
働
者
が
積
極
的
に
消
費
で
き
る
環

境
を
創
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
力
強
い
内
需
を
形
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
月
例
賃
金
を
は
じ
め
と
し
た
諸

労
働
条
件
の
、
さ
ら
な
る
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
も
、

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
軸
と
す
る
月
例
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た

闘
い
を
継
続
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ブ
ラ
ン
ド
は
全
て
の
グ
ル
ー
プ
会
社

の
総
力
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
会
社
が
果
た
す
役

割
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
直
面
す
る
超

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う
構
造
問
題
は
、
す
で
に
労

働
力
不
足
と
い
う
形
で
顕
在
化
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
の
総
合
力
の
維
持
向
上
の
た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
会

社
に
お
い
て
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
定
着
化
で
き
る
環
境

整
備
が
必
須
で
あ
り
、
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
環
境
を

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
で
は
、
昨
年
ま
で
の
成
果
・
課

題
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
比
較
し
て
、
低
位
に
置
か
れ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
働
く
仲
間
の
諸
労
働
条
件
向
上
に
向

け
て
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
強
化
を
図
り
、
「
底
上
げ
・

底
支
え
」
「
格
差
是
正
」
の
実
現
を
全
面
に
押
し
出
し
た
闘

い
を
展
開
し
ま
す
。

　

連
合
は
12
月
５
日
の
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、
以
下
３
点

　

今
春
季
生
活
闘
争
を
取
り
巻
く
世
界
の
経
済
情
勢
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
予
測
（
２
０
１
７
年
10
月
10
日
公
表
）
は
、

世
界
全
体
の
成
長
率
の
見
通
し
を
、
２
０
１
７
年
は
３
・

６
％
、
２
０
１
８
年
に
は
３
・
７
％
と
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
金
融
政
策
の
先
行
き
不
透
明
感
や
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
に
伴
う
混
乱
、
先
進
国
に
お
け
る
賃
金
の
伸
び
悩
み
な
ど
、

懸
念
す
べ
き
点
は
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
引
き
続
き
緩
や
か

な
成
長
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
に
つ
い
て
、
日
銀
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望

（
10
月
31
日
）」
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
景
気
は
、
所
得
か
ら

支
出
へ
の
前
向
き
の
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
も
と
で
、
緩

や
か
に
拡
大
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
行
き
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
緩
や
か
な
拡
大
が
続
く
と
予
想
し
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
や
９
月
の
台
風
上
陸
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
・
影

響
が
発
生
し
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
の
利
用
状
況
は
、
昨
年
の

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
対
す
る
反
動
減
は
あ
っ
た
も
の
の
、

「
山
の
日
」
を
含
む
３
連
休
な
ど
が
寄
与
し
、
６
社
合
計
の

輸
送
人
員
（
７
／
21
～
８
／
17
、
主
要
46
区
間
の
特
急
・
急

行
輸
送
量
）
は
８
年
連
続
で
増
加
、
お
盆
期
間
（
８
／
10
～

17
）
に
つ
い
て
も
３
年
連
続
で
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
10
月
に
は
台
風
が
連
続
し
て
上
陸
・
接
近

し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
主
と
し
て
甚
大
な
被
害
・

影
響
が
発
生
、
Ｊ
Ｒ
各
社
で
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
四
半
期
決
算
（
連
結
）
で
は
、
こ
う
し
た
各
社
・
エ

リ
ア
で
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
等
の
影
響
が
色
濃
く
顕
れ

て
お
り
、
通
期
業
績
予
想
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は
上
方
修
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
据
え
置
き
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
は
下
方
修
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で

は
、
修
繕
費
の
増
加
等
に
よ
り
、
営
業
・
経
常
損
失
と
も
に

過
去
最
悪
を
予
想
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
四
国
に
つ
い
て
も
、
台

１ 

連
合
「
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
方
針
」

６ 

「
第
10
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
Ｊ
Ｒ
連
合

主
催
）」
に
つ
い
て

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み

3

2 

Ｊ
Ｒ
連
合
の
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
の

基
本
的
な
考
え
方

ご
示
唆
い
た
だ
け
る
講
師
と
現
在
交
渉
中
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
部
、
地
方
本
部
、
総
支
部
が
進
め
る
各
種

研
修
な
ど
の
機
会
に
お
け
る
ご
遺
族
・
ご
被
害
者
担
当
者
に

よ
る
特
別
講
義
な
ど
を
通
じ
、
関
係
者
の
切
実
な
思
い
を
伝

え
、
事
故
を
決
し

て
忘
れ
ず
、
心
に

刻
み
、
問
題
意
識

を
次
代
に
つ
な
ぐ

た
め
の
取
り
組
み

を
永
続
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
10
月
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
「
第
10
回

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
改
め
て
５
月
に
広
島
で
開
催
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
安
全
対
策
と

し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
べ
く
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今

後
開
催
の
Ｊ
Ｒ
連
合
安
全
対
策
委
員
会
で
議
論
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

▪
日　

時　

 

２
０
１
８
年
５
月
10
日（
木
）13
時
00
分
～
17
時
00
分

　

▪
場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

　

▪
概　

要　

 

基
調
講
演
（
安
全
研
究
所	

河
合
所
長
）、
取
り

組
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等


